
地 域 振 興 費



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

180 南 部 東 部 振 興 費 454,121 303,636 南部地域・東部地域の振興［「平成27年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

南 部 東 部 振 興 課 国 109,146 １ 訪れてみたくなる地域づくり

ならの観光力向上課 繰 350 （１）魅力を発見する、創る 46,068千円

越 34,945
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 159,195

前年度繰越分 前年度繰越分 千円 南部振興基本計画及び東部振興基本計画に掲げる具体的な取組の実現に
南 部 ・ 東 部 振 興

121,052 34,945 6,328 向けた検討
プロジェクト検討事業

当該年度分 当該年度分 南部地域のスポーツ施設を活用した誘客促進施策検討（下北山村）等

333,069 268,691

翌年度へ繰越 地域の特色を活かした、くらしやすくにぎわいのある地域社会を構築す
南部・東部地域魅力

4,542 972 るため、住民自らが検討する取組を支援
創出モデル検討事業

廃校舎の利活用による地域の賑わい再生（吉野町国栖地区）

紀伊半島大水害の経験を踏まえ、今後の防災や地域の振興を考えるシン

ポジウムを開催

紀 伊 半 島 大 水 害 奈良県南部東部地域振興シンポジウム
1,268

シンポジウム開催事業 時 期 平成27年９月３日

場 所 かしはら万葉ホール

参加者 392名

明日香村の歴史的風土の創造的活用を図る事業を支援するため、国の制
がんばる明日香支援事業 37,500

度と連動した交付金を交付

（２）知ってもらう 31,851千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 奥大和魅力発信事業

大手旅行雑誌に奥大和の地域情報・観光情報を掲載

インターネットを利用した観光情報等の発信

大手宿泊予約サイト「楽天トラベル」及び「じゃらんｎｅｔ」による

広報

スマートフォン用アプリ「週刊じゃらん」の制作・配信
奥大和プロモーション事業 23,146

デジタルブック形式での電子パンフレットの制作・公開

動画「美しき日本」に南部・東部エリア映像を配信

デジタルサイネージ広告の掲出

期間 平成28年１月１日～31日

場所 銀座駅 松屋口改札、日比谷線コンコース、丸ノ内線改札内

計39面

登録10周年を迎えた世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の観光地とし
「吉野・高野・熊野の

3,688 ての魅力を従来以上に発信するため、雑誌掲載・デジタルサイネージ広
国」三県共同事業

告の掲出によるプロモーションを実施



高野山開創1200年を契機として、南部地域への誘客促進に向けた観光プ

ロモーションを実施
高野山開創1200年を

大手旅行雑誌「じゃらん」への広告掲載
契機とした南部地域への 3,819

デジタルサイネージ広告の掲出
誘 客 促 進 事 業

期間 平成27年３月30日～５月24日

場所 南海なんば駅３階北改札口 計２面

キッチンカーを活用した県内オーナーシェフとの連携による南部・東部

キッチンカープロ 地域食材のプロモーションを実施
1,198

ジ ェクト推進事業 県庁前でのプロモーション、イベントでのプロモーション、生産者交

流会

（３）訪れてもらう、体験してもらう 99,966千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 ホームページ等を活用した「弘法大師の道」の情報発信

「弘法大師の道」を活用したトレイルランニングイベントを実施

開 催 日 平成27年５月23日・24日
「弘法大師の道」

2,618 場 所 吉野山金峯山寺～天川村～五條市～野迫川村
魅 力 発 掘 事 業

～高野山金剛峯寺

参加者数 167名

（一部ふるさと奈良県応援基金活用事業）

南部・東部地域の旅館経営者、市町村職員、観光関係者等を対象にした

ワークショップ、セミナー等による「旅づくり塾」を開催

おもてなしによる 開 催 日 平成28年１月13日・14日
5,154

交 流 促 進 事 業 南部・東部地域で行われるスポーツイベント・文化イベントを盛り上げ

参加者の満足感と地域への再訪意欲を高めるための「おもてなし」プロ

グラムの実施に対し補助

小辺路等活用ツアーイベント事業

野迫川村、十津川村と連携し、小辺路を活用したトレイルランニング

を開催（平成27年10月17・18日）

ロハスヨガｉｎ奥大和開催事業

健康志向の髙い若者の来訪の機会を創出するため、南部・東部地域の

豊かな自然の中でヨガイベントを、東吉野村、十津川村、天川村にお

いて開催

南部・東部地域での 「えんがわ音楽祭」開催事業
21,082

特色あるイベント開催事業 若者等の来訪機会を創出するため、温泉旅館の縁側などをステージと

した音楽祭を開催（平成27年９月25日・26日）

南部・東部地域活性化イベント開催事業

南部・東部地域の魅力を発信し、地域の活性化を図るため、地域住民

や市町村、民間企業等と協力してイベントを開催

開 催 日 平成27年10月24日・25日

開催場所 宇陀市総合体育館及び周辺

来場者数 20,000名



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 路線バスを活用し南部・東部地域へ来訪した宿泊観光客のバス運賃に対

路線バスを活用した し補助

南部・東部地域への 71,112 実施期間 平成27年４月１日～平成28年３月31日

誘 客 促 進 事 業 利用者数 往路 16,007名、復路 16,332名

宿泊者数 182,125名（対前年度比122％）

（４）移り住んでもらう 29,017千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 南部・東部地域において、複数の市町村にまたがる広域的な地域振興活
（仮称）ふるさと創生

5,568 動に従事する人材をふるさと創生協力隊として採用し、配置
協 力 隊 設 置 事 業

ふるさと創生協力隊 ３名

移住情報発信事業

移住サイト「奈良に暮らす」のリニューアル

移住パンフレット「Ｌｏｃａｌ Ｌｉｆｅ ｉｎ Ｎａｒａ

Ｏｋｕｙａｍａｔｏ ３」の発行

地域住民向けジャーナル「Ｌｏｃａｌ Ｌｉｆｅ ｊｏｕｒｎａｌ」

の発行・奥大和地域への全戸配布

移住体験モニターツアーの実施 開催日 平成28年３月12日・13日

移住セミナー及び移住フェア等の開催 実施回数７回

移住促進施設整備事業

移 住 促 進 事 業 23,449 移住・定住、二地域居住を推進するための移住促進施設整備に向けた

モデルプランを作成 作成件数 ２件

空き家や廃校等を利用した移住促進施設を整備する市町村等に対し補

助 補助件数 ５件

地域受入協議会支援事業

地域受入協議会が行う移住・定住、二地域居住を促進するための取組

に対して補助 補助件数 ４件

農家民宿等支援事業

農家民宿ホームページリニューアルによる情報発信

開業希望者等とともに農家民宿先進地を視察



182 地 域 政 策 費 265,289 236,187 産業構造の改革（企業誘致の推進）［「平成27年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

地 域 政 策 課 国 53,396
事 業 名 金 額 内 容

教 育 振 興 課 手 20

㊀ 182,771 千円 地域資源を活かした先進的で持続可能な事業化の取組を促進するため、

前年度繰越分 前年度繰越分 地 域 経 済 循 環 民間事業者等が事業化段階で必要となる初期投資経費に対し補助
49,863

21,900 3,294 創 造 事 業 補助対象事業 吉野町の湧水を原料とした宅配水製造と水耕栽培及び

当該年度分 当該年度分 地域農産物の活用事業

243,389 232,893

南部地域･東部地域の振興［「平成27年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

千円 簡易水道等整備推進事業 124,300千円

市町村が整備する簡易水道事業等の公債費に対し補助

対象市町村 奈良市外13市町村 28事業

補 助 率 過疎・辺地 16％ その他 20％

補 助 方 法 事業実施翌年度から10年分割補助
簡 易 水 道 等

127,498 簡易水道事業等災害復旧事業助成交付金 3,198千円
整 備 推 進 事 業

平成23年台風12・15号の簡易水道の災害復旧事業の公債費に対し補助

対象市町村 五條市外４市村 16事業

補 助 率 （補助災害復旧事業）16.67～25％

（単独災害復旧事業）42.5%もしくは50%

補 助 方 法 事業実施翌年度から10年分割補助

市町村への支援［「平成27年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 13,962千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 県域水道ビジョン推進のため、中和10市町村、磯城郡、北葛城郡及び

北和４市において、施設及び業務の共同化を検討
県域水道ファシリティ

7,668 成 果 指 標 25年度 26年度 27年度
マネジメント推進事業

県域水道ファシリティマネジメント参加市

町村数（数） 17 27 31

簡 易水道技術支援 奈良広域水質検査センター組合や県水道局と連携し、モデル地区にて浄
2,000

体制構築モデル事業 水施設の種別に応じた管理マニュアル作成や運転管理の改善提案を実施

五條市、吉野町、大淀町及び下市町における水道事業の課題解決のため

五條・吉野エリア 施設の共同化と用水供給方法について検討
4,294

施設共同化推進事業 平成28年３月24日に「五條・吉野エリア水道広域化推進懇話会」を開催

複数の広域化案に関し１市３町の首長と知事で意見交換



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

184 エ ネ ル ギ ー 政 策 費 696,177 562,249 エネルギー政策の推進［「平成27年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 424,969千円

(エネルギー政策課) 国 77,983
事 業 名 金 額 内 容

手 13,088

財 5,370 千円 平成28年度から３カ年を計画期間とする「第２次奈良県エネルギービジ

繰 362,778 （仮称）第２次エネル ョン」を策定
2,831

諸 6,592 ギービジョン策定事業 県内の再生可能エネルギーの導入状況等を調査

㊀ 96,438 奈良県エネルギービジョン推進協議会の開催

翌年度へ繰越

25,489 地域振興に役立つ小水力発電導入支援事業

小水力発電の普及拡大を図るため、導入可能性調査に対し補助

地域振興に役立つ小水力発電設備設置事業

小水力発電設備の設置に対し補助

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度
エネルギービジョン

30,248 県内での小水力発電導入規模（㎾） 565 618 618
推 進 事 業

奈良県中小企業者向け省エネ・節電対策補助金

県内の中小企業者が実施する省エネ・節電に効果があると認められる

設備改修等に対し補助

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

平成22年度比の県内の使用電力量（％） 90.0 86.9 81.7

地域の避難所や防災拠点等に再生可能エネルギー等を導入する市町村等
再生可能エネルギー

337,289 に対し補助
等 導 入 推 進 事 業

補助先 奈良市外10市町村等

住宅等への省エネ・創エネ・蓄エネ設備の普及を促進するため、設置経

費の一部に対し補助

住宅用太陽光発電システムと併せた設備

蓄電池、電気自動車充給電設備、家庭用燃料電池（エネファーム）

ＨＥＭＳ
ス マ ー ト ハ ウ ス

47,404 太陽熱利用システム
普 及 促 進 事 業

自然循環型、強制循環型、補助循環型

地中熱利用システム

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

スマートハウス普及促進事業利用者数

（名） － 445 537

奈 良 県 ス マ ー ト
電気・熱エネルギーを地域で融通し、効果的・効率的に活用するスマー

コミュニティ構想 6,592
トコミュニティ構想を検討

調 査 検 討 事 業

電力を効率的に消費するライフスタイルの推進
奈良の節電スタイル

605 節電協議会の運営
推 進 事 業

奈良県省エネ節電所エコチャレンジ表彰を実施



184 うだ・アニマルパーク費 117,952 96,727 学びの支援［「平成27年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(南 部 東 部 振 興 課) 越 17,152 規範意識・社会性の向上

諸 428
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 79,147

前年度繰越分 前年度繰越分 千円 動物の愛護の精神に基づく「いのちの教育」モデル事業等の展開

17,152 17,152 「 いのちの教育」 「いのちの教育」研修会・講演会・イベントの開催 12回
12,328

当該年度分 当該年度分 展 開 事 業 成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

100,800 79,575 「いのちの教育」モデル校（校） 40 45 45

南部地域・東部地域の振興［「平成27年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

観光・交流の促進 20,359千円

事 業 名 金 額 内 容

「 う だ 」 の 魅 力 千円 うだ・アニマルパークを拠点とした「うだ」の魅力を発信
2,643

発 信 事 業 シンボルイベントの実施 参加者数 2,900名

うだ・アニマルパーク 周辺道路の渋滞解消のため、宇陀市が実施するうだ・アニマルパーク周
17,716

周 辺環境整備事業 辺の市道・駐車場等の交通環境の整備に対し補助

186 市 町 村 振 興 費 5,570,728 4,206,357 市町村への支援［「平成27年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(市 町 村 振 興 課) 国 1,155 １ 奈良モデルの推進 735,933千円

手 1
事 業 名 金 額 内 容

財 5,968

諸 408,434 千円 奈良県に最適な地方行政の仕組み（奈良モデル）を構築するため、県と
奈 良 県 版

㊀ 3,790,799 1,379 市町村の新たな連携・協働の実現に向けた具体的な取組を検討
役割分担実現事業

「奈良モデル」検討会の開催 ２回

奈良県に最適な地方行政の仕組み（奈良モデル）を構築するため、新た

に広域連携に取り組む、または県からの権限移譲を受ける市町村等に対
「 奈 良 モ デ ル 」

137,749 し補助
推 進 補 助 金

補助率 施設等整備 1／2 その他 3／4

補助先 天理市外15市町村

県と市町村が協働・連携して市町村税の徴収強化を推進
市 町 村 税 税 収

1,105 市町村税・県税の一斉滞納整理強化期間の実施 11月～12月
確 保 連 携 事 業

給与支払事業者に対する個人住民税の特別徴収推進

奈良県に最適な地方行政の仕組み（奈良モデル）の更なる推進を図るた

め、国庫補助金及び地方交付税措置の対象外で、複数の市町村が連携し

て取り組む大規模な施設整備に対し貸付
「 奈 良 モ デ ル 」

595,700 貸付条件 無利子、充当率75％
推 進 貸 付 事 業

貸付期間 15年（うち据置期間１年）以内

償還方法 元金均等年賦償還

貸 付 先 香芝市、広陵町



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

２ 行政経営向上への取組支援 1,397,999千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 市町村公営企業が有する高金利地方債（年利5.0％以上で残債の償還期

間が５年以上）の繰上償還に要する経費への貸付及び補助

貸付 対 象 元金及び繰上償還に際して必要となる補償金に対す

る市町村一般会計からの貸付金

期 間 15年以内（うち据置期間１年以内）
奈良県市町村公営

利 率 無利子
企 業 財 政 健 全 化 987,400

貸付先 大和郡山市外９市町村
支 援 事 業

補助 対 象 繰上償還に際して必要となる補償金に対する市町村

一般会計からの繰出金

補助率 10/10、3/4、2/3、1/2、1/3、1/4（財政力指数や公

営企業への支援状況により区分）

補助先 大和郡山市外12市町村

市町村が住民福祉の増進を図るために行う事業に対し貸付

貸付期間 15年（うち据置期間１年）以内
市 町 村 振 興 資 金

407,000 利 率 財政融資資金利率、財政融資資金利率×1／2
貸 付 事 業

償還方法 元金均等年賦償還

貸 付 先 奈良市、大和郡山市、香芝市、河合町

市町村職員の行政遂行能力の向上を図るため、実務研修等を実施
市 町 村 職 員 の

636 市町村職員実務研修の実施 受入人数 16名
能 力 向 上 支 援

県・市町村相互派遣研修の実施 派遣人数 各３名

市町村を取り巻く課題について、知事と県内市町村長が定期的に意見交
市町村行政経営力

1,295 換を実施
向 上 支 援 事 業

奈良県・市町村長サミットの開催 ５回

優良な行政運営に努力している市町村や市町村職員を顕彰し、市町村間

が ん ば る 市 町 村 で優良な施策の共有を図るとともに、健全な競争意識を醸成
739

応 援 表 彰 事 業 政策自慢大会 開催日 平成27年11月27日

がんばる市町村応援表彰式 開催日 平成28年１月15日

地域の課題や県と市町村の協働プロジェクトに関して「奈良モデル」

ジャーナルを発行し、情報を提供
地 域 振 興 懇 話 会

929 発行部数 55,000部
ジャーナル発行事業

配 布 先 天理市・桜井市に全戸配布

ほか市町村、国関係者等



188 文 化 振 興 費 278,936 267,114 文化の振興［「平成27年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

文 化 振 興 課 国 26,272 １ 奈良の歴史文化、質の高い文化芸術の活用

国 民 文 化 祭 ・ 諸 4,775
事 業 名 金 額 内 容

障害者芸術文化祭課 ㊀ 236,067

文 化 資 源 活 用 課 前年度繰越分 前年度繰越分 千円 経済、歴史、文化、政治、外交など多岐にわたる分野の有識者の見識に

29,803 26,272 奈良県文化セミナーの 触れる機会を県民に提供するため、県民向けのセミナーを開催
1,634

当該年度分 当該年度分 開 催 成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

249,133 240,842 来場者数（名） 630 794 1,080

２ 文化芸術イベントの開催 211,914千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 文化芸術活動の活性化を図るとともに誘客を促進するため、全国から高

い注目を集める音楽祭を開催

開催日 平成27年６月13日～28日
ムジークフェスト

133,600 場 所 県内社寺、春日野園地等137会場
なら2 0 1 5開催事業

公演数 304公演

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

来場者数（名） 62,000 83,000 107,000

平成29年度に奈良県で開催する国民文化祭の開催準備
国 民 文 化 祭 開 催

13,314 事業計画の策定、広報活動の実施、マスコットキャラクター・ロゴマー
準 備 事 業

ク・プロモーション映像の制作

県内で行われる文化芸術活動をより魅力的なものとし、さらなる県民の

参加を図るため、「文化の力で奈良を元気に」をテーマに開催

開催期間 平成27年９月１日～11月30日

県大芸術祭参加事業の統一広報の実施

公式ガイドブック（奈良県大芸術祭ウォーカー）、ポスター、「奈良
奈良県大芸術祭の開催 65,000

県大芸術祭」ホームページに催事情報を掲載

奈良県大芸術祭実行委員会主催イベントの実施

太鼓のパレードとステージによるオープニング等

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

参加催事数（件） 200 398 642

３ 文化芸術活動の支援・育成 21,519千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 県内で文化芸術活動等を行う団体が新たに取り組む次世代育成事業や県

民参加が期待できる事業等に対し補助

新 た な 文 化 活 動 対象事業 次世代育成事業、県民参加奨励事業、文化交流事業、
13,886

チ ャレンジ補助金 文化力強化事業、被災地復興推進事業

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

補助金申請文化芸術団体数（件） 23 39 44



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 演奏活動の充実や、一流の音楽家による指導を通じて、未来のトップアー

ティストを育成
県 立 ジ ュ ニ ア

7,633 定期演奏会、ムジークフェストなら、奈良県大芸術祭等に出演
オーケストラ運営事業

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

成果を披露するコンサート等の機会（回） 8 8 7

190 文 化 資 源 活 用 費 465,928 235,505 ４ 奈良の歴史文化、質の高い文化芸術の活用 30,600千円

(文 化 資 源 活 用 課) 財 649
事 業 名 金 額 内 容

越 4,837

諸 11,361 千円 県民や観光客に対して奈良の歴史文化の魅力や背景をわかりやすく伝え

㊀ 218,658 るための歴史展示を推進

前年度繰越分 前年度繰越分 歴史に関するクイズ看板を設置

6,850 4,837 奈 良 ら し い 歴 史 「天武天皇・持統天皇」の映像を作成
30,553

当該年度分 当該年度分 展 示 推 進 事 業 デジタルサイネージ等で古代の出来事・エピソードを情報発信

459,078 230,668 冊子 古代を創った人びと「行基」「藤原不比等」を作成 各500部

翌年度へ繰越 成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

191,273 展開コンテンツ数（数） － 5 11

文 化資源活用策の 第１回奈良県文化振興有識者会議の開催
47

検 討 事 業 開催日時 平成28年３月24日

５ 文化遺産の保存と活用 72,356千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」の世界遺産登録の推進

世界遺産登録情報発信事業

登録推進協議会の運営
世界遺産登録推進事業 7,770

世界遺産登録に向けた発掘調査補助 補助先 橿原市、明日香村

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

飛鳥・藤原地域の発掘調査面積（㎡） 362 327 313

県民の文化遺産への理解を深める機会等とするため「東アジア文化遺産

保存学会」が実施する国際シンポジウムと連携し公開講演会等を実施

（仮称）「2015東アジア 公開講演会「東アジア文化遺産保存の国際交流」

文化遺産保存国際 日時 平成27年８月29日 会場 奈良春日野国際フォーラム甍
3,000

シンポジウムｉｎ奈良」 参加者数 311名

開 催 事 業 外国人研究者へのエクスカーション

日時 平成27年８月29日 会場 平城宮跡、唐招提寺、法隆寺

参加者数 101名

県内古文書等の調査、収集、公開を実施

奈良史料編纂事業 16,570 「庁中漫録」の翻刻文・解説文の作成、ホームページによる一般公開

図書情報館の古文書講座を充実し、史料編纂のための人材を育成



市町村の文化観光戦略等の推進を支援するため、史跡等の積極的な整備

・活用を進める市町村に対し補助
史跡等整備活用補助金 45,016

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

補助申請事業数（件） 18 18 16

190 教 育 施 策 振 興 費 9,728,463 9,209,683 【私立学校教育の充実に関する参考指標】 (平成27年５月１日現在)

地 域 振 興 部 国 3,076,295 高等学校（専攻科含む）
区 分 幼 稚 園 小 学 校 中 学 校 中等教育学校

企 画 管 理 室 手 4 全 日 制 定 時 制 通 信 制

教 育 振 興 課 諸 577 学 校 数 43園 6校 11校 1校 16校 1校 3校

㊀ 6,132,807 生 徒 数 5,933名 2,652名 4,646名 388名 10,593名 377名 3,632名

教 員 数 467名 160名 288名 36名 707名 29名 93名

区 分 専修学校 各種学校

学 校 数 32校 33校

生 徒 数 2,427名 3,937名

教 員 数 239名 218名

「平成27年度学校基本調査」

学びの支援［「平成27年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 地域の教育力の充実 10,124千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 教育の振興に関する総合的な施策を推進

教育政策推進事業 5,126 総合教育会議、奈良県教育サミットの開催、奈良県教育振興大綱の策

定

就 学 前 教 育 京都大学と連携し、教育現場における効果的な教育手法を調査・研究
2,990

調 査 研 究 事 業 就学前教育における先進的取組の効果を調査

私立幼稚園運動場 園児の体力向上を目的とした私立幼稚園の運動場芝生化に対し補助
2,008

芝 生 化 促 進 事 業 奈良文化幼稚園、大和郡山カトリック幼稚園

２ 私学の振興 8,960,669千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 私立学校の経常的な経費に対し補助

高等学校 奈良育英高等学校外16校

生徒１人当たり平均年額 326,678円
私 立 学 校 教 育

5,265,565 中 学 校 奈良育英中学校外10校
経 常 費 補 助 金

生徒１人当たり平均年額 249,000円

小 学 校 奈良育英小学校外５校

児童１人当たり平均年額 229,681円

私立幼稚園の経常的な経費に対し補助
私 立 幼 稚 園 教 育

1,123,389 奈良育英幼稚園外42園
経 常 費 補 助 金

園児１人当たり平均年額 189,345円



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

心 身 障 害 児 教 育 千円 法隆寺幼稚園外13園
56,453

振 興 費 補 助 金 園児１人当たり年額 762,878円 74名

私立専修学校の運営費に対し補助

私 立 専 修 学 校 学校法人美芸学園外12法人
60,530

教 育振興費補助金 高等課程（３年制） 生徒１人当たり年額 34,500円

そ の 他 課 程 生徒１人当たり年額 30,500円

私立専修学校高等課程
1,458 生徒１人当たり年額 27,000円

授業料軽減補助金

授業料減免事業費 学費負担者の家計急変により授業料減免を行った学校法人に対し補助
784

補 助 金 学校法人奈良育英学園、学校法人天理大学、学校法人智辯学園

教 育 改 革 推 進 預かり保育を推進する幼稚園に対し補助
17,035

特 別 経 費 補 助 金 奈良育英幼稚園外34園

私立高校生等のいる世帯の教育費負担を軽減
世帯の所得の状況により区分

私 立 高 等 学 校 等
2,072,530 新１・２年生（所得制限あり）

就 学 支 援 事 業
生徒１人当たり年額 最高 297,000円

新３年生 生徒１人当たり年額 最高 237,600円

私立高校生等のいる世帯の教育費負担軽減のため、授業料軽減を行った
学校法人に対し補助
世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）

私 立 高 等 学 校
110,455 新１・２年生 県内高校生１人当たり年額 49,000円（定額支給）

授業料軽減補助金
県外高校生１人当たり年額 最高 16,000円

新３年生 県内高校生１人当たり年額 最高 94,000円
県外高校生１人当たり年額 最高 31,000円

高等学校等の中途退学者が再び高等学校等で学び直す場合に、授業料に

学び直しへの支援 対し補助（最長２年間）
1,381

事 業（私立学校） 世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）

新１・２年生のみ対象 生徒１人当たり年額 最高 297,000円

低所得者に対して、教科書費、教材費などとして給付金を支給
支給要件 非課税世帯、保護者が県内に在住

私立学校奨学のための 支 給 額 生活保護受給世帯 年額 52,600円
64,558

給 付 金 支 給 事 業 第１子の高校生等がいる世帯 年額 39,800円
15歳以上(中学生を除く)23歳未満の被扶養者がいる世帯で
第２子以降の高校生等がいる世帯 年額 138,000円

私立学校の児童生徒の安全を確保するため、校舎等の耐震補強工事や耐
私 立 学 校 耐 震 化

50,000 震改築工事を行う学校法人に対し補助
緊急促進事業費補助金

学校法人聖心学園



幼児教育の質の向上 私立幼稚園が実施する遊具、運動用具、教具、保健衛生用品等の教育環

のための緊急環境 7,531 境の整備に対し補助

整 備 事 業 奈良大学附属幼稚園外26幼稚園

私学退職金社団補助金

その他の私学関係補助 129,000 私立学校教職員退職金制度の健全な発展を図るための補助

私学退職金資金社団

３ 県立大学の充実

事 業 名 金 額 内 容

千円 中国・韓国・ベトナムから学生を受け入れ、県立大学の学生や国内の学
東アジア・サマー

18,372 生が共に学ぶ短期集中型セミナーを実施
ス ク ー ル の 開 催

期間 平成27年８月18日～30日

文化の振興［「平成27年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

（仮称）奈良県国際 千円 「文化財」の「保存・修復」と「文化財」を含む「歴史文化資源」の

芸術家村基本構想 12,420 「活用」に係る施策を総合的・一体的に展開するための拠点整備に向け

策 定 事 業 た基本構想を策定

協働の推進［「平成27年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

事 業 名 金 額 内 容

早 稲 田 大 学 と の 千円 早稲田大学の知的資源を活用することにより、県政の様々な課題に対応
10,673

連 携 事 業 ファシリティ版奈良モデル検討事業外４事業

192 文 化 会 館 費 674,890 457,031 文化の振興［「平成27年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(文 化 振 興 課) 使 158,584 【文化会館に関する参考指標】

財 1,567 区 分 25年度 26年度 27年度

諸 6,733 奈良県文化会館来館者数（名） 337,303 348,323 351,751

起 97,400 橿原文化会館来館者数（名） 181,021 156,280 153,728

㊀ 192,747 「各館調べ」

前年度繰越分 前年度繰越分

203,445 0

当該年度分 当該年度分

471,445 457,031

194 民 俗 博 物 館 費 117,050 95,254 【民俗博物館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 使 701 展 覧 会 名 観覧者数（名）

財 71 昔のくらし関連展「移動－ヒト・モノ・カミ－」５/２～６/28 2,597

寄 172 昔のくらし関連展「洗う」７/25～９/６ 1,658

諸 109 秋季企画展「身につけるもの－民俗資料にみる昔の衣生活－」10/３～11/29 5,643

㊀ 94,201 季節展 「ひなまつり－人形たちの宴－」２/20～４/３ 3,188

「民俗博物館調べ」



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

１ 民俗博物館の取組

事 業 名 金 額 内 容

古民家でのくらしの魅力 千円

大和民俗公園内にある古民家において当時の暮らしの魅力を発信する取
ＰＲ事業（寄付型クラウド 172

組を実施
ファンディング活用事業）

196 図 書 情 報 館 費 511,027 509,478 【図書情報館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 使 9,690 年 度 25年度 26年度 27年度

諸 5,313 図書情報館入館者数（名） 578,138 540,149 547,151

㊀ 494,475 所蔵資料数（冊） 662,774 680,054 694,576

レファレンス件数（件） 17,010 17,951 21,433

貸出件数（冊） 331,265 320,694 336,265

「図書情報館調べ」

主な講演、イベント名（総数：年間93本） 参加者数（名）

館長公開講座「図書館劇場Ⅹ」全６回 1,132

「ビブリオバトル」全13回 444

「これからの図書館を考える」トークセッション 120

「経営者によるトークイベント」全２回 360

「図書情報館調べ」

２ 図書情報館の情報発信事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 開館10周年記念トークイベント、コンサート等の開催

開催日 平成27年11月１日

吉桑道子ソプラノコンサート 参加者数 220名

開催日 平成27年11月３日

開館10周年記念トーク 参加者数 350名

図書情報館開館10周年 開館10周年記念コンサート 参加者数 370名
1,524

記 念 事 業 開催日 平成27年12月17日

コーキッツピアノリサイタル 参加者数 250名

開催日 平成28年３月19日

気鋭の女性経営者が語るトークイベント 参加者数 110名

10周年記念マスコットキャラクターの公募

応募総数 186作品の中から「まほ と ろば」に決定

196 美 術 館 費 189,811 184,334 ３ 美術館の展覧会事業 56,332千円

(文 化 資 源 活 用 課) 使 9,501
事 業 名 金 額 内 容

財 1,638

諸 2,663 千円 ふるさと知事ネットワーク加盟の熊本県と美術館交流展示を特別展「奈
ふるさとネットワーク

起 3,700 581 良礼賛」の中で実施
展 示 事 業

㊀ 166,832 開催日 平成27年４月11日～５月24日



特別展「奈良礼賛」 開催日 平成27年４月11日～５月24日

国際現代アート展なら2015

前期特別展「田中一光 美の軌跡」

開催日 平成27年６月13日～７月20日

後期特別展「百花繚乱 中国リアリズムの煌めき」

県 立 美 術 館 で の 開催日 平成27年８月18日～９月23日
55,751

展 覧 会 の 開 催 企画展「浮世絵版画 美の大世界」

開催日 平成27年10月10日～12月６日

企画展「蕭白・松園…日本美術の輝き」

開催日 平成28年１月23日～３月13日

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

展覧会入場者数（名） 64,954 31,932 71,394

198 万 葉 文 化 館 費 371,978 320,951 【万葉文化館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 使 4,643 展 覧 会 名 観覧者数（名）

財 167 「松岡映丘－古典美の再興－」 ３/21～５/10 20,055

諸 19,439 「小西國葉 回顧展～天平の世界に魅せられて～」 ５/23～７/20 17,330

㊀ 296,702 「すべて見せます万葉日本画～花鳥～」 ８/１～９/13 13,043

特別展「見る・知る－万葉と春日－」 ９/19～12/13 34,891

「すべて見せます万葉日本画～人物～」 １/５～２/21 12,663

「万葉文化館調べ」

イ ベ ン ト 名 等 参加者数（名）

にぎわいフェスタ万葉 四季ごとに計212日開催 26,713

万葉古代学講座 等７催 1,161

万葉集を読む 全12回 2,046

「万葉文化館調べ」

200 橿原考古学研究所費 529,872 518,550 【橿原考古学研究所の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 国 2,038 行 事 名 等 参加者数（名）

使 30 宇陀文化財講座 59

諸 35,499 奈良県立橿原考古学研究所公開講演会 500

㊀ 480,983 奈良県立橿原考古学研究所東京公開講演会 500

「橿原考古学研究所調べ」

４ 橿原考古学研究所の取組 8,276千円

事 業 名 金 額 内 容

室生埋蔵文化財整理 千円 分散保管していた出土遺物を旧室生高校（宇陀市）に集約管理
4,274

収蔵センターの整備 講座室の設置及び障害者用トイレの改修を実施

古代歴史文化の調査・研究に関心のある14県が、これまでの研究成果を

基礎に連携して調査・研究を進め、古代史の流れの解明に取り組み、全
古 代 歴 史 文 化 に

2,169 国に情報を発信
関する共同研究事業

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

中間研究発表会聴衆数（名） － 350 430



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 2020年の東京オリンピック開催に向け、奈良の観光資源として活用する

シルクロード東西文化 ため、中央アジアと日本の火の文化の関係について調査研究を実施
1,833

交 流 研 究 事 業 成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

研究参加者による講演回数（回） － 2 2

202 附 属 博 物 館 費 51,286 49,220 【橿原考古学研究所附属博物館の取組に関する参考指標】

(文 化 資 源 活 用 課) 使 8,861 展 覧 会 名 観覧者数（名）

財 3,261 春季特別展「継体大王とヤマト」４/18～６/14 12,618

諸 119 秋季特別展「人のかたちの埴輪はなぜ創られたのか」10/３～11/23 10,512

㊀ 36,979 「橿原考古学研究所附属博物館調べ」

行 事 名 等 参加者数（名）

研究講座 全６回 2,558

遺跡見学会 165

講演会 全５回 765

土曜講座 全４回 668

こども考古学講座 23

「橿原考古学研究所附属博物館調べ」

５ 橿原考古学研究所附属博物館の取組

事 業 名 金 額 内 容

千円 記紀・万葉プロジェクト構想の一環として、考古学的な視点から再発見

した奈良の新たな魅力を、県民をはじめ全国に発信し、誘客を促進
考 古 学 に よ る

1,861 考古学からみた「日本書紀」について紹介・展示する特別展「人のか
魅 力 再 発 見 事 業

たちの埴輪はなぜ創られたのか」を開催

開催期間 平成27年10月３日～11月23日

202 観 光 振 興 対 策 費 2,712,407 1,973,218 観光の振興［「平成27年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

文 化 資 源 活 用 課 国 1,166,041 １ 観光キャンペーン等による魅力の発信 350,073千円

ならの観光力向上課 手 267
事 業 名 金 額 内 容

観 光 プ ロ 財 695

モ ー シ ョ ン 課 繰 2,488 千円 奈良の奥深い魅力を発信するため、テーマ性・ストーリー性を持たせた

越 4,210 新たな「巡る奈良」を展開

諸 8,235 巡 る奈良推進事業 27,791 成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

㊀ 791,282 「巡る奈良」ホームページアクセ

前年度繰越分 前年度繰越分 ス数（件） 445,713 1,309,595 1,871,806

1,231,997 1,170,251

当該年度分 当該年度分 「巡る奈良」事業の継承や宿泊力の強化に向けた事業に対し補助

1,480,410 802,967 補助先 大和高田市外８市町村、３広域連携組織
持 続 的 観 光 力

翌年度へ繰越 16,247 成 果 指 標 25年度 26年度 27年度
パワーアップ補助金

461,349 新たなにぎわい創出イベントの支援件数

（件） 14 13 13



奈良を訪れる観光客を増加させるため、地域と連携した奈良県の歩く魅

力を作り、情報発信

「歩く・なら」推奨ルート 111本
「歩く奈良」推進事業 730

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

「歩く・なら」ホームページアク

セス数（件） 858,624 874,053 1,049,665

滞在周遊型観光を推進するため、奈良盆地周遊をテーマに市町村と連携

奈良盆地周遊型ウォ してウォークルートを設定し、案内サインを整備
6,782

ークルート造成事業 案内サインのデザイン等を作成

ウォークルートの魅力を伝える広告を雑誌に掲載し、情報発信

オフシーズン対策につながる商品企画支援並びにコンベンション開催支
奈良県ビジターズ

援、観光情報サイトの管理運営、観光キャンペーン等に対し補助
ビ ュ ー ロ ー 活 動 98,262

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度
支 援 事 業

コンベンション誘致支援件数（件） 276 258 240

本県及び参加団体への観光誘客を図ることを目的として、観光プロモー

ションイベントを開催

地方都市連携観光 開 催 日 平成27年10月24日～25日

プ ロ モ ー シ ョ ン 97,751 会 場 ＪＲ大阪駅（大阪ステーションシティ）

推 進 事 業 参加団体 海外12カ国・海外34地方政府、

国内23の道府県・政令市の計69団体

来場者数 115,000名

首都圏からの誘客を目的として、百貨店での観光物産展の開催、雑誌掲

首 都 圏 情 報 発 信 載や東京駅のデジタルサイネージを活用し、本県の観光情報を発信
102,510

プ ロジェクト事業 期間 平成27年11月18日～11月24日 場所 玉川髙島屋

期間 平成28年２月10日～２月15日 場所 日本橋三越本店

２ 記紀・万葉プロジェクトの推進 124,458千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 各種メディアへの露出機会の増大を図るため、首都圏・大都市圏のテレ

ビ局、新聞社、出版社、旅行会社等に対して、記紀・万葉プロジェクト

に関する情報を発信
「記紀・万葉プロジェ

10,000 ホームページの更新、イベントガイドの発行
クト」広報ＰＲ事業

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

「なら記紀・万葉」ホームページアクセス

数（件） 203,748 392,718 244,380



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 記紀・万葉をテーマに、地元交通事業者と連携したイベント等を実施

記紀・万葉宝探しイベント

記紀・万葉ゆかりの地に設置された宝箱を探し出す周遊イベントを

「 記 紀 ・ 万 葉 」 実施
21,512

交通事業者連携事業 アウトドア雑誌連携イベントの実施

アウトドア雑誌「ランドネ」と連携し、山辺の道を行くハイキング

イベントを実施

旅行商品購入者限定ガイドブックの旅行者への進呈

記紀・万葉に関連する優れたイベントを開催する団体に対し補助
「 記 紀 ・ 万 葉 」

8,586 成 果 指 標 25年度 26年度 27年度
県民活動支援補助金

補助事業件数（件） 17 20 26

記紀・万葉に対する機運の盛り上がりを継続・発展させるため、古事記

を題材としたシンボルイベントとして古事記朗唱大会・こども古事記か
「なら記紀・万葉」

るた大会を実施
シンボルイベント 8,000

開催日 平成28年１月23日 場所 奈良春日野国際フォーラム甍
開 催 事 業

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

観覧者数（名） 300 500 700

島根県等と連携し、古代歴史文化に関する優れた出版物を表彰する「古

代歴史文化賞」の記念シンポジウム等を首都圏で開催

「古代歴史文化賞」 開催日 平成28年２月６日 場所 銀座ブロッサムホール
12,000

連 携 事 業 内 容 記念講演、記紀ゆかりの知事サミット等 観覧者数 800名

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

観覧者数（名） 750 800 995

古事記・日本書紀・万葉集や地域に伝わる伝承を活用した各種事業の展

「記紀・万葉プロジェ 開を検討
7,908

ク ト 」 推 進 事 業 有識者からの聞き取り調査、歴史関連情報データベースの作成

現地で奈良の歴史を味わう仕組みづくりの検討

「なら記紀・万葉 記紀・万葉集に記された本県の見どころを紹介するパンフレットの作成
4,995

名所図会」制作事業 発行月 平成28年１月 発行部数 50,000部

英語版「なら記紀・万葉 日本の歴史を外国人にわかりやすく伝えるノウハウの集積を図るため、

名 所 図 会 」 作 成 4,013 「なら記紀・万葉名所図会－古事記編ー」を題材に多言語化マニュアル

ノウハウの開発事業 を作成



日本書紀の歴史的価値をわかりやすく伝えるための講演会、小学生向け

イベントを開催

講演会 開催場所 県内11市町村
日本書紀を学ぶ事業 10,000

開催時期 11月～３月 参加人数 3,098名

小学生向けイベント 開催場所 大和郡山市筒井小学校

開催時期 ２月９日 参加人数 72名

幅広い年齢層に対し、日本書紀のエピソードをわかりやすく伝えるＰＲ

日本書紀で奈良を 映像を制作
30,000

楽しむＰＲ映像制作事業 放映開始 平成28年３月

放映場所 インターネット上や県内のデジタルサイネージ等

小学生等を対象とした親しみやすい「日本書紀すごろく」を制作

「日本書紀すごろく」 日本書紀の中からよく知られた８つのテーマを題材に、８種類のすご
7,444

制 作 事 業 ろくを内蔵したブックタイプ

発行 平成28年３月

３ 宿泊産業の育成支援 788,238千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 オフ期の夏季の誘客促進策として、季節感・特別感のある奈良を感じる
奈良うまし夏めぐり

37,890 ことができる旅行商品を企画・造成し、プロモーションを展開
推 進 事 業

企画数 21企画

冬期の観光オフシーズンの宿泊観光客の増加を図るため、１月末の県内

イベントの少ない時期に、県内の伝統行催事を集結させた大規模なイベ

ント「奈良大立山まつり」を平城宮跡で開催
宿泊観光客の増加に向け

200,000 開催期間 平成28年１月29日～２月２日
た冬期イベント展開事業

実施場所 平城宮跡大極殿院周辺

実施内容 大立山巡行、伝統行催事実演、県内各地のあったかもん提供

来場者数 51,000名

市町村のプレミアム宿泊旅行券発行費用に係る過疎債元金償還金相当額

に対し補助

南部宿泊観光ＰＲ事業 13,641 補 助 先 五條市、吉野町、天川村、野迫川村、十津川村、下北山村、

上北山村、川上村

発行総数 25,200枚

観光オフシーズンに誘客を促進するため、県内の社寺等観光資源を活用

したイベント等を企画し、全国の旅行会社等へ販売するとともに、幅広
オフシーズン観光誘客事業 30,985

い媒体により広報宣伝を行う冬キャンペーンを実施

県内社寺の特別拝観等のイベント実施 期間 平成28年１月～３月



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 全国高等学校ラグビー大会等のスポーツイベントの機会を活用し、県内

への宿泊を誘致することでオフシーズンの宿泊者の増加を促進
オフシーズンのスポ

看板等による歓迎ムードの醸成や激励訪問等を実施
ーツを活用した奈良 1,876

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度
の 宿 泊 推 進 事 業

全国高校ラグビー出場校の県内での延べ宿

泊者数（名） 3,997 5,074 7,421

宿泊観光客の増加を図るため、全国信用金庫の年金旅行企画担当者を対

象としたファムトリップを実施

団体旅行誘致促進事業 1,357 期間 平成27年10月４日～５日

対象 信用金庫年金旅行企画担当者 24名

誘致実績 ７信金 1,420名宿泊

奈良への宿泊観光客の増加を図るため、国の交付金事業を活用し、県内

の宿泊施設で利用できる「キャッシュバックキャンペーン」及び「ネッ

トクーポンキャンペーン」を実施

キャッシュバックキャンペーン

宿泊対象期間 ６月19日～７月31日
奈良県プレミアム

451,168 参加施設数 156施設 利用人数 27,898名
宿 泊 券 発 行 事 業

助成額 129,860千円

ネットクーポンキャンペーン

宿泊対象期間 １月４日～２月28日

参加施設数 212施設 利用人数 33,858名

助成額 207,154千円

個人旅行による宿泊観光客の増加を図るため、泊まりたくなるような魅

力を持ったゲストハウスを拠点とした様々な「楽しみ方」を雑誌記事に
プ レ ミ ア ム

掲載
ゲ ス ト ハ ウ ス 29,376

掲載実績
宿 泊 促 進 事 業

日経ＷＯＭＡＮ(８/７発売)、男の隠れ家(９/26発売)

ＯＺ ＴＲＩＰ(11/17発売)、Ｏｇｇｉ(12/28発売)

事前学習用冊子及びＤＶＤ、班別行動サポートブックの作成

事前学習用コンテンツの充実や、現地での班別行動時のサポートを強化

するためのツールを作成
修学旅行誘致促進事業 21,945

修学旅行を取扱う旅行会社の企画担当者研修の開催経費に対し助成

対象 宿泊を伴う20人以上の研修

修学旅行担当教諭等を対象にモニターツアーを実施



４ 外国人観光客の誘致 430,441千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 外国人に奈良への宿泊を促すための観光素材を開発し、海外旅行会社を
外 国 人 奈 良 宿 泊

対象としたファムトリップを実施
促 進 事 業 2,488

日 程 平成27年８月５日～７日
[ 緊 急 雇 用 ]

参加者数 タイ２社２名、シンガポール２社２名 計４名

近隣府県・民間団体と連携し、東南アジア・東アジア・欧米等を対象に

国のビジット・ジャパン地方連携事業を活用した効果的・効率的な観光

客誘致を展開

紀伊半島滞在型観光プロモーション事業

対象市場 韓国、台湾、香港、タイ、マレーシア、シンガポール、

インドネシア

紀伊半島国際観光客誘致推進事業

外国人観光客誘致戦略 対象市場 中国

ビ ジ ッ ト な ら 18,500 歴史・文化を活用したプロモーション事業

キ ャ ン ペ ー ン 対象市場 フランス、アメリカ

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

外国人延べ宿泊客数（従業員10名以上の宿

泊施設）（名） 67,890 106,730 243,060

訪日教育旅行誘致事業

対象市場 台湾

成 果 指 標 25年度 26年度 27年度

訪日教育旅行コーディネート人数（名） 277 448 1,021

(仮称)奈良県外国人 旧地方職員共済組合奈良宿泊所「猿沢荘」の敷地及び建物を購入し、外
142,830

観光客交流館整備事業 国人観光客が利用する交流施設として整備

外国人観光客交流館の「観光案内」・「旅行者向けサービス」機能を先

（仮称）奈良県外国人 行して７月にオープン
99,391

観光客交流館運営事業 多言語（英中韓）常時対応、無料インターネット、外貨両替、手荷物

預かり等

奈良公園観光地域 外国人観光客の来訪が多い奈良公園に限定して、有償で通訳案内業を行

活 性 化 特 区 3,898 える奈良公園観光地域活性化特区通訳案内士を養成

通訳案内士等養成事業 養成者数 中国語 16名、韓国語 ４名



決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 外国人観光客が求める観光情報を掲載したガイドブックを作成
外 国 人 観 光 客

「ＮＡＲＡ－Ａｌｌ ｙｏｕ ｎｅｅｄ ｙｏｕ－」
向 け 観 光 情 報 40,344

英語・中国語・韓国語 計50,000部
ツ ー ル 作 成 事 業

「ミシュランガイド2016奈良特別版」英語・日本語併記 10,000部

新たな市場、旅行者層を開拓するため海外プロモーションを実施
外国人観光客誘致

海外観光レップ及び着地旅行商品コーディネーターの配置
戦 略 新 市 場 開 拓 79,502

富裕層旅行商品商談会への出展
キ ャ ン ペ ー ン

ベトナム・スイス観光プロモーションの実施

ＵＮＷＴＯ等国際機関及び官公庁等が主催するＭＩＣＥの開催情報の入

ＭＩＣＥ誘致活動事業 1,934 手及び奈良での開催を促すための誘致活動を実施

日米草の根サミット誘致活動等

オフシーズンの誘客を図るため、海外市場での効果的な情報発信を実施
海外広報媒体等を

在住外国人ライター等招聘
活用した観光情報 22,846

海外旅行会社等の広報媒体を活用した観光情報発信
発 信 事 業

ファムトリップの実施

誘致した会議に対し、円滑な運営を支援するためにローカルサポートを

実施
国際会議開催支援事業 18,708

「第５回日アセアン特許庁長官会合」開催支援

「ＵＮＷＴＯ遺産観光に関する国際会議」開催支援


